
　
　
宇
城
市
役
所

　
　
　
〒
８
６
９
｜
０
５
９
２

　
　
　
熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
大
野
85

　
本　
庁　
　
　
☎（
32
）１
１
１
１

三
角
支
所　
　
☎（
53
）１
１
１
１

不
知
火
支
所　
☎（
33
）１
１
１
１

小
川
支
所　
　
☎（
43
）１
１
１
１

豊
野
支
所　
　
☎（
45
）２
１
１
１

　
宇
城
市
復
興
券
の

　
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
熊
本
地
震
や
豪
雨
災
害
で
住
宅
や
宅

地
な
ど
が
被
災
し
、
復
旧
費
用
が
30
万

円（
税
込
み
）以
上
か
か
っ
た
世
帯
に
市

内
で
使
え
る「
宇
城
市
復
興
券
」を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
使
用
期
限
が
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限　
1
月
31
日
㊍

問 

商
工
振
興
課  

商
工
物
産
係

　

 

☎（
32
）１
６
０
４

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
期
限

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
は

5
月
13
日
㊊
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対�

象　
半
壊
解
体
世
帯
、
大
規
模
半
壊

世
帯
、
全
壊
世
帯

基�

礎
支
援
金　
住
宅
の
被
害
程
度
に
応

じ
て
支
給
す
る
支
援
金（
半
壊
世
帯

は
住
宅
を
全
部
解
体
し
た
世
帯
が
対

象
で
す
）

　
必�

要
書
類　
り
災
証
明
書
、
解
体
証

明
書
、
被
災
時
の
世
帯
主
の
通
帳

加�

算
支
援
金　
住
宅
の
再
建
方
法（
新

築
・
購
入
、
補
修
、
賃
貸
）に
応
じ

て
支
給
す
る
支
援
金

　
必
要
書
類　
再
建
先
の
契
約
書

受
付
場
所　
本
庁
社
会
福
祉
課

問 

社
会
福
祉
課  

地
域
福
祉
係

　

 

☎（
32
）１
３
８
７　

　
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備

　
事
業
の
仮
同
意
を
集
め
ま
す

　

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業「
宇

城
地
区
」（
国
営
に
よ
る
ほ
場

じ
ょ
う

整
備
）の

実
施
に
向
け
て
、
受
益
者（
地
権
者
や

耕
作
者
）の
皆
さ
ん
か
ら
、
事
業
へ
の

参
加
意
思
を
確
認
す
る
た
め
の
仮
同
意

を
集
め
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
は
皆
さ
ん
の
同
意
が
必

要
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
2
月
28
日
㊍
ま
で

方�

法　
ほ
場
整
備
予
定
地
区
在
住
の
受

益
者
に
は
地
元
の
推
進
委
員
が
訪
問

し
ま
す
。
予
定
地
区
外
、
市
外
在
住

の
受
益
者
に
は
郵
送
で
依
頼
し
ま
す
。

事
業
の
目
的

　
ほ
場
整
備
を
実
施
し
て
、
耕
作
放
棄

地
を
含
め
た
農
地
利
用
を
計
画
的
に
再

編
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
利
用
集
積
を
進
め
る
こ
と
で
、
生

産
性
や
収
益
性
の
向
上
と
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、
発
生
防
止
に
よ
る
優
良
農

地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

概
要

　
受
益
面
積　
約
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
主
要
工
事　
区
画
整
理

　
　
　
　
　
　
農
業
用
用
排
水

　
事
業
期
間　
２
０
２
０
～
34
年（
予
定
）

　
事
業
主
体　
農
林
水
産
省（
国
）

事
業
の
概
要
図（
平
成
30
年
12
月
現
在
）

※
事
業
の
進
行
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問 �

国
営
事
業
推
進
課 

国
営
事
業
推
進
係	

 

☎（
32
）１
６
９
４

　
う
き
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
開
催
時
期
延
期
の
お
知
ら
せ

　
1
、
２
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

三
角
会
場
、
松
橋
会
場
は
、
次
年
度
に

延
期
し
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
改
め
て
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
長
政
策
課  

行
政
経
営
係

　

 

☎（
32
）１
８
０
３

市
役
所
の
こ
と  

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
！
問　
市
長
政
策
室  

行
政
経
営
係 

　
　
☎（
32
）１
８
０
３

市からの
お知らせ

今
回
の
テ
ー
マ

　

市
役
所
の「
働
き
方
改
革
」②

Ｑ�

宇
城
市
の「
Ｒ
Ｐ
Ａ
」は
、
ど

の
く
ら
い
注
目
さ
れ
て
い
る

の
？

Ａ�

こ
れ
ま
で
県
や
市
・
町
、
議
会
な
ど

30
以
上
の
団
体
か
ら
の
視
察
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
が
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
県
内
外
で
講
演
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
を
解
消
す
る

た
め
の
業
務
改
革
の
一
環
と
し
て
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
導
入
の
検
討
を
始
め
た
時

期
に
、
総
務
省
の
業
務
改
革
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
住
民
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
業
務
改
革
に
モ
デ
ル
的
に
取

り
組
む
自
治
体
を
国
費
で
支
援
す
る
）

の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
民
間
企
業
の
協

力
の
も
と
に
業
務
の
分
析
・
実
証
実
験

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
全
国
初
の
本
格

導
入
と
な
り
ま
し
た
。

※�

Ｒ
Ｐ
Ａ
…
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ

ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
こ

れ
ま
で
職
員
が
手
作
業
で
行
っ
て
い

た
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
キ
ー
ボ
ー
ド
や

マ
ウ
ス
の
操
作
を
自
動
化
す
る
技
術
。

　

こ
の
事
業
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
地
方
自
治
情

報
誌
に
多
数
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
多
く
の
問
い

合
わ
せ
や
視
察
が
あ
り
ま
し
た（
下
段

表
）。

　

言
葉
で
聞
く
だ
け
で
は
理
解
が
難
し

い
仕
組
み
も
、
市
に
は
実
証
実
験
で
作

成
し
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
あ
る
の
で
実
際
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

視
察
で
は
、
導
入
す
る
業
務
の
選
定

方
法
や
職
員
の
理
解
や
意
識
の
変
化
に

つ
い
て
、
ま
た
苦
労
し
た
点
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

※�
宇
城
市
は
、
合
併
後
取
り
組
ん
で
き

た
財
務
書
類
の
作
成
・
公
表
や
業
務

改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が

評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
度
に
地
方
自

治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

視
察
受
け
入
れ
状
況（
12
月
3
日
現
在
）

日
付

自
治
体
名

4
月
以
前
錦き
ん
こ
う江
町
、

大
牟
田
市（
副
市
長
来
庁
）

5
月

佐
賀
市

7
月

堺
市
、
熊
本
県
、
長
野
県

8
月

荒
尾
市
、
熊
本
県
、
菊
池
市
、

福
岡
県
市
町
村
職
員
研
修
所
、

大
分
県
、
臼
杵
市
、
中
津
市
、

青
森
県

9
月

熊
本
市

10
月

鹿か
の
や屋
市
、
曽そ

お於
市
、
庄
し
ょ
う
ば
ら原
市

11
月

西
宮
市
、
熱
海
市
、
八
代
市

苫
小
牧
市
、

大
分
県
市
長
会

（
副
市
長
11
人
来
庁
）

伊
万
里
市
、
新
潟
市
議
会

四し
じ
ょ
う条
畷な
わ
て

市（
市
長
来
庁
）、

延
岡
市
、
松
山
市
、

上
天
草
市
、
大
分
市

小こ
だ
い
ら平
市

12
月

錦
江
町

※�

電
話
な
ど
で
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は

90
件
以
上

導入のメリット
・過重労働の解消
・作業時間の短縮
・正確性の向上

その結果
・人材の配置転換も可能
・企画、立案業務に多く
　の時間を充てられる

視察対応の様子

亀松
豊川北部

西下郷

南豊崎

浅川

出村・宇土割 耕地

区画整理
排水対策

豊福南部
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市
任
期
付
職
員
募
集

　　
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
一
定

期
間
に
限
り
増
加
す
る
業
務
に
対
し
て

任
期
を
定
め
た
職
員
を
採
用
し
ま
す
。

採
用
区
分

　

任
期
付
勤
務
職
員（
任
期
を
定
め
て

採
用
さ
れ
、
１
週
間
当
た
り
の
勤
務
時

間
が
常
勤
職
員
と
同
じ
職
員
）

職
種　
事
務
職

主�

な
業
務
内
容

　
熊
本
地
震
復
興
業
務
一
般
事
務

求
め
る
知
識
・
経
験

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文
書
作
成

や
表
計
算
処
理
な
ど
）が
で
き
る
。

採
用
予
定
数　
5
人
程
度

任
用
期
間　
2
年
以
下

受
付
期
限　
1
月
18
日
㊎

試
験
日
時

第�

1
次
試
験   

1
月
23
日
㊌
～
31
日
㊍

※�

テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式（
設
定
さ
れ

た
受
験
期
間
中
の
都
合
の
良
い
日
時

に
、
都
合
の
良
い
会
場
を
予
約
し
、

パ
ソ
コ
ン
で
受
験
す
る
方
式
）

第
2
次
試
験　
2
月
9
日
㊏

申
込
用
紙
の
請
求

　
本
庁
総
務
課
と
支
所
総
合
窓
口
課
に

あ
り
ま
す
。郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
宇
城
市
職
員
採
用
試
験

申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、
返
信
用

封
筒（
角
形
2
号
）に
宛
先
、
郵
便
番
号

を
明
記
し
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
も

の
を
同
封
し
て
、
総
務
課
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　
市
指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
総
務
課
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
宇
城
市
職
員
採
用
試
験

申
込
」と
朱
書
き
し
、
必
要
事
項
を
記

入
し
た
申
込
用
紙
と
、
返
信
用
封
筒

（
長
形
3
号
）に
宛
先
、
郵
便
番
号
を
明

記
し
82
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封

し
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

問 �

総
務
課  

職
員
係　
☎（
32
）１
７
９
８

　
固
定
資
産
税
の
申
告
や

　
　
　
届
出
は
お
済
み
で
す
か

　
固
定
資
産
税
は
、
1
月
1
日
現
在
で

所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
所
定
の

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
記
不
動
産
尾
所
有
者
変
更

　
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変
更

　
「
家
屋
所
有
者
変
更
届
」を
税
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
新
築
、
増
築

　
家
屋
調
査
が
ま
だ
の
場
合
は
、
資
産

税
第
1
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
取
り
壊
し

　
登
記
家
屋
は
法
務
局
で
滅
失
登
記
手

続
き
を
、
未
登
記
家
屋
は「
家
屋
の
解

家
に
関
す
る
届
出
書
」を
税
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告

　
毎
年
1
月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
課
税

標
準
額
が
１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
も

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
）。

問 �

税
務
課  

資
産
税
第
1
・
第
2
係

　

 

☎（
32
）１
４
８
７

　
三
な
い
運
動
を

　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

　
「
三
な
い
運
動
」は
選
挙
の
公
正
の
確

保
を
目
指
す「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
」運
動
で
す
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者

が
政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。　

禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

・�

政
治
家
の
寄
付
の
禁
止

・�

政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
勧
誘
、
要

求
の
禁
止

・�

政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
付
の
禁
止

・�

政
治
家
の
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止

政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象
例

・�

お
歳
暮
、
お
年
賀
な
ど

・�

お
祭
り
な
ど
へ
の
差
し
入
れ
な
ど

※�

広
報
紙「
総
務
省
」（
２
０
１
８
年
12

月
号
）か
ら
抜
粋
。
詳
細
は
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 �

宇
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

 

☎（
32
）１
７
９
８

市からのお知らせ 市からのお知らせ

　
寒
波
に
よ
る
水
道
管
の

　
破
損
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
が

破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管

が
破
裂
す
る
と
、
修
理
代
が
必
要
に
な

り
、
水
道
料
金
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

家
庭
に
引
き
込
ん
で
あ
る
給
水
管

は
、
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
備
え
を
行
い
水
道
管
を
凍
結
や

破
損
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す

・�

外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に

な
っ
た
と
き

・�

帰
省
や
外
出
な
ど
で
、
冬
場
に
長
期

間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き

・��

真
冬
日（
一
日
中
外
気
温
が
氷
点
下

の
日
）が
続
く
と
き

水
道
管
の
凍
結
・
破
損
を
防
ぐ
に
は

・�

布
切
れ
や
毛
布
、
保
温
材
な
ど
を
、

露
出
し
た
水
道
管
に
巻
く
な
ど
し
て

保
温
す
る

・�

寝
る
前
な
ど
、
蛇
口
か
ら
鉛
筆
の
芯

く
ら
い
の
水
を
流
し
て
お
く

※�

流
し
た
水
は
バ
ケ
ツ
な
ど
に
貯
め
て

再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き

・�

蛇
口
を
開
け
て
凍
結
部
分
に
タ
オ
ル

や
布
な
ど
を
か
ぶ
せ
る
。
そ
の
上
か

ら「
ぬ
る
ま
湯
」を
ゆ
っ
く
り
か
け
る
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

・�
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
家
屋
内
側
の
水

道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た
と
き
は
、

市
指
定
の
給
水
装
置
工
事
店
に
連
絡

し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

・�

水
道
メ
ー
タ
ー
が
破
損
し
た
場
合
は

上
下
水
道
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
免
相
談

　
上
下
水
道
課  

水
道
庶
務
係
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
・
空
き
家
で
漏
水
箇
所
を
発
見
し

た
ら

　
上
下
水
道
課  

水
道
施
設
係
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危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
　
　
安
全
確
保
支
援
事
業

　
地
震
時
の
人
身
事
故
防
止
や
避
難
経

路
確
保
の
た
め
、
危
険
な「
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
」撤
去
の
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象

　
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
所
有

し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

受
付
期
間　
1
月
10
日
㊍
～
31
日
㊍

補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の

・�

建
築
基
準
法
上
の
道
路
、
学
校
保
健

安
全
法
上
の
通
学
路
や
災
害
対
策
基

本
法
上
の
避
難
路
に
面
す
る
も
の

・�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
面
す
る
道
路
面
か

ら
の
高
さ
が
80
㎝
以
上

・�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
自
体
の
高
さ
が
60
㎝

以
上

・�

補
助
要
綱
で
点
検
し
た
結
果
、
安
全

対
策
が
必
要
と
評
価
さ
れ
た
も
の

補
助
率　
対
象
経
費
の
10
／
10
以
内

補�

助
限
度
額　
20
万
円
ま
た
は
撤
去

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ
に

１
万
２
０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
額

の
い
ず
れ
か
低
い
額

沿
道
緑
化
モ
デ
ル
助
成
事
業

　
「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
確
保
支

援
事
業
」の
補
助
を
受
け
て
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
撤
去
し
、
そ
の
部
分
を
緑
化
す
る

と
、緑
化
に
か
か
る
費
用
の
1
／
2（
最

大
10
万
円
。
千
円
未
満
の
端
数
切
り
捨

て
）が
助
成
さ
れ
ま
す
。

助
成
対
象

・��「
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
確
保
支

援
事
業
」の
補
助
を
受
け
て
い
る

・��

助
成
後
に
緑
化
を
実
施
し
、
3
月
11

日
㊊
ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る

助
成
対
象
経
費

・�

苗
木
や
樹
木（
と
も
に
種
類
に
制
限

が
あ
り
ま
す
）、
芝
の
購
入
費

・�

植
栽
に
必
要
な
土
や
資
材
の
購
入

費
、
工
事
費

申
請
期
限　
1
月
21
日
㊊

助
成
問
い
合
せ
先

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事
務
局　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
２
２
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都
市
整
備
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都
市
計
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